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け
て
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５
月
11
日
か
ら
13
日
ま
で
新
潟
市
の
「
朱

鷺
メ
ッ
セ
」
を
会
場
に
「
Ｇ
８
労
働
大
臣
会

合
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
会
合
は
、

Ｇ
８
諸
国
の
労
働
担
当
大
臣
や
Ｅ
Ｕ
の
労
働

担
当
委
員
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
の
事
務
総
長
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
の
事
務
局
長
を
メ
ン
バ
ー
に
先
進
主
要
国

に
共
通
の
雇
用
問
題
に
つ
い
て
討
議
す
る
場

と
し
て
１
９
９
４
年
か
ら
開
か
れ
て
い
る
も

の
で
、
今
回
は
新
潟
市
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
会
合
に
は
世
界
各
国
か
ら
閣
僚
を
は

じ
め
関
係
者
約
２
１
０
人
が
出
席
し
ま
し

た
。

　

佐
渡
市
で
は
、
こ
の
会
合
に
あ
わ
せ
て
朱

鷺
メ
ッ
セ
の
ア
ト
リ
ウ
ム
（
屋
内
広
場
）
に

市
独
自
の
展
示
ブ
ー
ス
を
設
け
て
「
ト
キ
の

野
生
復
帰
」
と
「
佐
渡
金
銀
山
遺
跡
」
を
メ

イ
ン
テ
ー
マ
に
会
合
に
参
加
し
た
人
た
ち
に

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

「
ト
キ
の
野
生
復
帰
」
で
は
、
ト
キ
の
剥
製

を
展
示
す
る
と
と
も
に
野
生
復
帰
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
か
ら
の
ラ
イ
ブ
映
像
を
放
映
し
て
、

今
年
の
秋
に
試
験
放
鳥
さ
れ
る
ト
キ
の
現
状

を
紹
介
し
ま
し
た
。
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
送

ら
れ
て
く
る
ラ
イ
ブ
映
像
に
は
、
順
化
ケ
ー

ジ
の
木
に
つ
く
ら
れ
た
巣
の
中
で
じ
っ
と
卵

を
抱
い
て
い
る
ト
キ
の
親
鳥
の
姿
が
映
し
出

さ
れ
て
、
来
訪
者
の
注
目
を
集
め
て
い
ま
し

た
。
ブ
ー
ス
を
訪
れ
た
外
国
人
記
者
か
ら
は

「
順
化
ケ
ー
ジ
の
巣
の
下
は
ど
の
よ
う
な
環

境
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
か
？
」
と
い
う
質

問
が
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
て
い

る
通
訳
を
通
じ
て
「
巣
の
下
は
、
水
田
ビ
オ

ト
ー
プ
が
つ
く
ら
れ
て
い
て
、
ト
キ
が
自
然

の
な
か
で
も
自
分
で
餌
が
と
れ
る
よ
う
に
訓

練
し
て
い
ま
す
」
と
担
当
職
員
が
説
明
し
て

い
ま
し
た
。

　

こ
の
展
示
ブ
ー
ス
は
、
会
合
が
終
わ
っ
た

あ
と
も
14
日
か
ら
18
日
ま
で
一
般
公
開
さ

れ
、
約
１
，
７
５
０
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

市
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　大募集「トキのお宝写真」
　　　9月に両津郷土博物館で
　　　　　「トキ放鳥記念特別展」開催

環境省ではこの秋に新穂正明寺地区にある「野生復帰ス
テーション」周辺で10羽前後のトキを試験放鳥します。
　両津郷土博物館で
はトキの試験放鳥にあ
わせて、９月から「トキ
放鳥記念特別展」を
計画しています。この
特別展では市民の皆
さまがお持ちのトキの
写真や映像を展示し
たいと考えています。
　お宅に日の目を見ずに眠っている野生のトキや保護活動の
写真などの古い資料をお持ちの方は、下記にお問い合わせく
ださい。提供媒体は「写真・ネガ・ビデオテープ・８ミリフィルム」な
ど何でもかまいません。退色したりカビが生えていても電子デー
タ化して修復ができます。提供していただいた貴重な資料は
必ず返却しますので、ご協力をよろしくお願いします。
お問い合わせ　
両津郷土博物館　☎２３－２１００


